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緊張の入学式（ご協力ありがとうございました。）

満開の桜の中、すばらしい天気に恵まれ、令和２年度附属中学校入学式が行われました。

例年であれば、来賓の方々や在校生も参加している大切な儀式ですが、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響で規模を縮小しての開催となりました。小玉芳敬校長先生の式辞では、

本校の言う「やりくりする力」「実験に失敗はない」などについてわかりやすくお話され

ました。みなさんなりにもよく理解できたことでしょう。

これから学校生活が本格的に始まりますが、新しい自分づくりの旅の始まりなわけです。

様々な学習や体験を通して、日々成長していってもらいたいと思います。
附属中学校の魅力は、多様な価値観や考え方に出合えることです。教師が生徒に知識や

見方・考え方を伝えるだけでなく、教育実習の先生や生徒自身が教師のような役割を果た
していきます。切磋琢磨・文武併進の校訓のもとこれから新たにがんばっていきましょう。
どうぞよろしくお願いします。

明日の予定
１限 身体測定（聴力検査もあります）
２限 学活（自己紹介）
３限 学活（クラス写真や校舎見学など）
４限 授業（A理、B英、C社、D国）
５限 授業（A音、B数、C英、D理）
６限 部活オリエンテーション

・持ち物は、□生活ノート □生徒手帳 □筆記
用具 □箸 □半袖体操服 □ハーフパンツ
（□寒ければジャージ上下）□朝読の本
（□未提出のもの）

・視力検査があるので、メガネ・コンタクトの
準備をお忘れなく。

・下校時間は、16:00ですが、部活動を見学する
こともできます。最大 17:00下校。
（JR上り 16:36、17:12 下り 16:27、17:00）

生活時程表
生徒登校 ８：１５
朝読書 ８：１５～ ８：２５
朝学活 ８：２５～ ８：３０
１ 限 ８：４０～ ９：３０
２ 限 ９：４０～１０：３０
３ 限 １０：４０～１１：３０
４ 限 １１：４０～１２：３０
給 食 １２：３０～１３：００
清 掃 １３：１０～１３：２５
休 憩 １３：２５～１３：４５
５ 限 １３：５０～１４：４０
６ 限 １４：５０～１５：４０
終学活 １５：４５～１６：００
完全下校 部活なし…１６：３０
３月～秋季大会まで…１８：００
秋季大会～３月頃まで… １７：１５
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明日から９教科の授業がスタートします！

５教科 ４教科

国語 上川寛子 先生 音楽 横地美奈 先生
書写 音田晃江 先生

美術 木村信一郎 先生
数学 岡 孝治 先生

保健体育（男） 安井 仁 先生
社会 村山 明生 〃 （女） 戸井 有希 先生

理科 井殿加奈子 先生 技術科 中尾尊洋 先生

英語 石田 順 先生 家庭科 岸本佳代子 先生
シャーリー・リーン先生

四つの約束を守ろう！
☆時間を守ろう。

８：１０までには、登校し教室に入りその日の準備をしましょう。
１２：４０までには、手洗いをすませ、教室に入りましょう。
１３：１０には、掃除場所へ移動し掃除を開始しましょう。
１５：４５には、終学活のあいさつをして、黙想を始めましょう（１分間）。

☆不要物をもってこない
たとえば、小学校の卒業アルバムを学校にもって来る人が時々いるのですが…どう
でしょう？ みんな新しい環境でがんばろうとしているのに、昔のことをどうのこ
うのとは嫌なものです。というように学校生活に関係のないものは一切もってこな
くてもよいのです。

☆手紙を回さない。（ひそひそ・こそこそはやめよう）
これもよくある話ですが、小さな紙に何か書いて回している人がいますが、あれ

は周りの人にとっては、とても気分がよくありません。何が書いてあるんだろうと
か自分のことがかかれているんじゃないか等、人を不安にさせます。えてして、ト
ラブルのもととなります。同じことで、人前でひそひそ話をしたり、こそこそする
のも同じことです。何かあれば、しっかりと相手に言葉で伝えましょう。ケンカに
はいいケンカと悪いケンカの２種類があります。いいケンカならどんどんしましょ
う。悪いケンカとはどんなケンカかよく考えてみてください。※ SNS の利用に通ず
るものがあります。

☆クラスを大切にしよう（他クラスに入らない）
みんなはこの学校に、どんな目的でやってきているでしょうか。すべての人が、こ

の学校でがんばろうと思っているのは共通していると思います。そうだとしたら、ま
ず、自分のクラスで新たに仲間づくりをはじめ、みんなで協力し合える人間関係をつ
くっていかなくてはなりません。クラスの一人として、まずは一人二人…と協力し合
える仲間づくりに心がけてください。もちろん小学校の時からの友達も大切にしない
といけませんが、まずは、自分もクラスの一人の構成員としての自覚をもってくださ
い。
これから学校行事がたくさんありますが、切磋琢磨し合えるＡＢＣＤ組であってく

ださい。いい集団づくりをすることが自分自身の成長には欠かせないのです。


